
　緒方貞子さんがなくなりました。緒方さんは日本で女性初のロータリー財団
奨学生ということでなじみがあるわけですが、折に触れてロータリーとの関係
も話題になりました。国連の難民高等弁務官として世界に大きな貢献をしたわ
けですが、そのあとＪＩＣＡの理事長を務めました。本当にお疲れさまでした。ご
冥福をお祈りいたします。
台風の災害は非常に大きく広範囲に広がっておりますが、復興までにまだまだ
時間がかかりそうです。クラブとしてもどのように被災支援等の協力を考えて
いったらよいのか苦慮するところですが、一応地区の動きに合わせて進めて
いこうと考えています。よろしくご協力の程お願いします。
さて、先週はいろいろありました。24日の例会も兼ねているポリオデーの広報
・募金活動。それから25日から27日までの市産品フェアへの参加。まず24日の
ポリオデーです。ガバナーも参加されて、11グループ全体で、12時から午後7
時までの長時間の交替交替の活動で、全体を見渡せば、非常に大きな活動と
なったわけですが、まずは理解を進めるという広報に重点が置かれましたが、
なんといってもロータリアン自身の参加によって、特にあの赤いＴシャツのイ
ンパクトもあり、ロータリアンの集団的結束を示せたのではないかと思います。
ＪＲ川口駅にも部屋の提供など協力いただき広がりもありました。募金の集金額もまあまあの金額かと思います。駅は
本当にたくさんの人が行き交い、ある意味機嫌の悪そうな人も大勢いるわけで、そのようななかロータリアンが本当に
真摯な訴えをし、好感度も上がったのではないでしょうか。まあまあの大成功だったと思います。さて、それに続く市産
品フェアですが、初めての参加ということで、期待値との比較でまあまあ良かったと思います。現場の感触では、市産
品フェアに来場する人を対象にということもありますが、アンケートなどの受けは非常に良くて、たくさんのアンケート
を収集できました。収集したアンケートを今後の活動に生かしていきたいと思います。ただ、あの混雑した状況でロー
タリー活動の理解を進めるというのは大変です。しかし面白いことは面白い。あの中で有効な営業活動を達成できた
という業者もいたと思いますが、知り合いに会えたということもあります。来場者は２，３万人ということで昨年よりは少
ないようですが、ともかく初日の台風の影響は激しく、午後に中止となりましたが、当日協力いただいたメンバーは本
当に大変な思いだったと思います。ブースが離れていて外の草地を歩かないといけない場所だったので大変でした。
ロータリー的成果は望めませんが、可能性をどう評価するか難しい事業でした。参加いただいたメンバーの方には改
めてお礼を申し上げたいと思います。お疲れさまでした。
市産品フェア終了後フィンドレー市からの市長始め経済ミッションとして来日した皆様との懇親会がありました。市か
らも教育長が出席され、あと川口ロータリークラブとの懇親で、フィンドレーロータリークラブ会長からのメッセージも
いただき、今後の友好を確認しました。
今日は１０月末日、年度が替わってちょうど４か月が経過いたしました。１１月には中歴との締結式がありますが、その前
に11月14日の例会が振り替わって、11月9・10日の地区大会となります。一般会員は10日に越谷コミュニティセンター
おこなわれます。全員登録となっていますので是非参加してください。そして例会変更で11月23日は中歴ロータリー
が訪問し、姉妹クラブの契約締結式が銀座アスターで行われます。こちらは必ずご出席の程お願いします。時間が経
つのは本当に早いわけですが、クラブの運営は無事過ぎているように感じられ、これだけ変化の激しい時代でここで
一区切りの瞬間はあまりないようです。まだまだ一所懸命頑張りますので、変わらぬご協力をお願いします。

●ランニング同好会

10月6日10：00～12：00の間、川口駅周辺の清掃活動をしました。

１）健康状態
今月は夏の気候から冬の気候に入れ替わる時期で体調管理が上手くできず、微熱の状態が続き万全な状態に戻るまで２週間弱かかりました。また今月
は家族がとても恋しくなり、母に電話しては涙涙の月でした。体調が万全ではなかったため尚更だと思います。特にインバウンドといるとそれが強く感じ
られる気がします。インバウンド同士ではみんなは英語で話します。英語のネィティブスピーカーが多い私の地区の英語のレベルが本当に高く、ついて
行くどころか聞いているだけで精一杯です。みんなと十分な会話ができる訳ではないので聞いていることしかできない自分に時々嫌気がさします。そん
な時に私もみんなみたいに笑えて、言葉が通じ合える環境に行きたいと思い母に電話しては涙が出そうになります。ですが、それもインバウンドといる
時だけで学校ではなんの問題もなく楽しく過ごせているので嫌なこと楽しいこと５部５部だと思っています。
２）通学・勉学状況
毎月、毎日語学力が向上しているとは考え難いのですが確実に変化していると思います。先月の自分を見返してみると短い単語で返す程度だったので
すが、今月は文章で返せるようになりました。たった２ヶ月と少しで文章で返すことが出来るようになって驚いています。もちろん、毎日友達と話したりホ
ストファミリーと話したり、自主学習をしたりと努力していますが…。やっとドイツ語０の状態から2歳ぐらいにはなれたと思います。日々の努力が向上に
繋がっているので今後も継続していきたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３）家庭生活
今月はホストマザーのお父さんにお会いしました。彼はドイツに住んでいて、私の家にくるまでに12時間電車でかかったと話してくれました。御年80歳
の彼は80歳には見えないほど若 し々く背筋もピンとしていて頭もしっかりしていました。両親が医療系であり、いつも病気の高齢患者を見ている私から
見たら考えられないほど生き生きしていました。将来私も彼ぐらい生き生きしていたいです。彼に健康の秘密を聞かなくてはいけませんね。80年もこの
世界を生きている彼は凄く優しく私とたくさん会話してくれました。高校で数学の教師だった彼は私の苦手科目が数学だと知ると「明日数学のテストし
なきゃだね」と冗談を言って笑わせてくれました。彼は本当に愛がある人です、出会って数日しか立っていませんが凄くそれが感じられます。次に彼に会
えるのは5月なのでその日が待ち遠しいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４）ロータリーの行事参加
今月は地区行事でウィーンとベルリンツアーがありました。ウィーン週末では1日だけハンガリーのインバウンドと合同でウィーンを観光しました。ハンガ
リーの留学生の中にはアジア人がたくさんいました。日本人は四人もいて私はオーストリアにきて初めて日本人に会ったので会った瞬間本当に嬉しくて
泣き出してしまいそうでした。でも彼らはあまり語学勉強のやる気が無く1年間楽しく旅行感覚で過ごせればいいと言っていました。私は今、誰とも上手
く会話することが出来ないので毎日気を張っていて、1日でも早く会話ができるようにと頑張っています。でも彼らの気持ちも十分に理解できます。もし
私の地区に何人も日本人がいて楽に会話が出来る仲間がいたら私もここまで語学勉強に力を入れていなかったと思います。この環境は少し厳しいで
すが、その分私を強くしてくれます。一年後大きな成長を遂げるのは私だと思いました。いろんな留学生がいるんだなと知れていい経験になりました。そ
の日は久しぶりに日本語で十分な会話をして本当に楽しかったです。もう彼らには会えないので1日だけの素敵な出会いでした。 
５）その他
私はロータリーカウンセラーに最初の例会で一度お会いしただけでそれ以降一度もお会いしていません。これは少しおかしいのではないかと思い、オ
ーストリアの他の留学生に聞いて見たところ「私は一度もあったことがない」と言っている子もいました。それは一般的なのでしょうか。この前ホストクラ
ブのオフィサーにそのことについてお伺いしたら、「オーストリアでは、カウンセラーは一般的ではない」と言われました。難しいです。ですが、私にはカ
ウンセラーのように私の面倒を見てくれる方がいます。その方は私の学校の先生であり、ホストクラブのオフィサーです。教師なので学校で毎日会って
います。私のホストクラブであるグライスドルフは埼玉県松伏町と友好関係があり、彼がその担当者なので日本のことをよく知っていて年に1・2回は必
ず日本を訪れているそうです。彼は私をいろんな場所に連れて行ってくれます。この前は彼の両親が葡萄畑を経営しているのでブドウ狩りに行きました。
また美味しい日本食屋にもたくさん連れて行ってくれるので、日本食は恋しくありません。本当にホストロータリークラブに恵まれました。彼には感謝し
かありません。

●国際交流委員会　朝日恵子委員長

●合同委員会

●派遣学生月例報告書 10 月分

●米山感謝状贈呈
白井靖会員へ、米山感謝状が贈呈されました。

●テーブル紹介

●ローターアクト
1. 清掃活動

2. 報告
第一四半期活動及び現状報告
標記の件につきましてご報告致します。

〈活動〉
令和元年6月に示した「2019年度RAC運営方針」に則り、社会奉仕活動の企画及び実施、企業訪問研修会の計画を行いました。
なお、企業訪問研修会は11月23日（土）に実施することが決定しております。通常例会では、卓話の時間を討論会としても活用
し、受身の姿勢だけではなく各々の知識や考えを発言の中で共有することで会員自身の成長を図っています。

〈運営〉
前年度の振り返りを行い、充実を図っております。達成できたものとしては「ローターアクトクラブ名義の口座開設」「会長印の
作成」「広報担当の新設」などがあげられます。また、皆様のご理解を賜わり作成した名刺につきましても、他団体や他エリアの
アクトクラブとの交流会などで活用させて頂きました。会員も積極的に挨拶へ伺う姿勢が見受けられ、昨年度とは異なる一体
感を感じることができます。

〈今後について〉
第一四半期を振り返り、「持続可能な運営体制の構築＝持続可能な活動」であると、改めてお伝えする必要があると感じており
ます。ご承知頂いているように、大きな課題の一つが会員の拡充です。現在、手紙等を発信した際に確認できる受取者数が25
名程に対し企業会員が20名程を占めています。その他数名が学生となります。それゆえ、運営幹部に就任される方も企業会員
となり、ご自身の本業とアクトクラブの業務両立が物理的に困難な状況になっております。次年度以降もこのような内訳が続く
のであれば、存続自体が大変難しい状況であります。次年度を含め今後アクトクラブを存続させる為には、ロータリアンの皆様
の社員様をはじめご関係者様の参加、地元学生の参加など本業の中にアクトクラブの業務を織り交ぜ、アクトクラブの活動に
意義を感じる事ができる環境にいらっしゃる方の参加が必要不可欠であり、同時に強くお願いする所存です。

Cテーブル

10月25日18：00より一徳にて、SAA・出席・ニコニコ・会報の合同
委員会がありました。

●テーブル懇親会
10月21日18：00より一徳にて、Ｃテーブル懇親会がありました。10 月 7 日にプレステージ C.C. にて行われました。

柳澤昭子会員、田中德兵衞会員、平田修一幹
事、朝日恵子会員

●地区大会記念　ゴルフコンペ

10 月 20 日 18：00 リリアを出発で行いました。
●ランニング同好会

派遣学生の斉藤美幸さんから月例報告が届きました。

14日の定例会の振替になります。

卓話︓地区）Ｒ財団部門委員長　三枝和男 様

会報担当　大竹委員長

11月9･10日　地区大会①・②
会場／9日ﾛｲﾔﾙﾊﾟｲﾝｽﾞ浦和4F ﾛｲﾔﾙｸﾗｳﾝ
　　　10日越谷ｺﾐｭﾆｾﾝﾀｰ 大ホール
時間／9日13:00～本会議
　　　　  18:00～晩餐会
　　　10日12:30～　

11月21日　定例会
会場／そごう川口店ダリアルーム
点鐘／12 : 30

世界ポリオデー
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渡部　行光
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